
番　号
講座名

講座形態 ■ 講義 ■ □ ■ □ その他

※

1 か月

〒

備　　考
・

番　号
講座名

7
エネルギーを
みんなに。
そしてクリーンに

13
気候変動に
具体的な対策を

講座形態 ■ 講義 □ □ □ □ その他

1 か月

〒

備　　考

79 環境アドバイザー派遣事業

実技・実習 ワークショップ 見学 （ ）
どなたでも

おおむね５人以上

講師料： 無料
その他経費（会場使用料等）： 申込団体が負担
旭川市環境アドバイザー

実施予定日の 前まで

旭川市環境部　環境総務課
070-8525 ７条通９丁目　総合庁舎５階
電話番号： 25-5350 ＦＡＸ: 26-7654
Ｅメール： kankyosomu@city.asahikawa.lg.jp
ホームページに講師や講座等をまとめた「環境学習のすすめ」を掲載していますの
で，参考にしてください。希望する講師と日程等を調整後，ホームページに掲載し
ている申請書を提出してください

80 地球温暖化対策と省エネルギー

実技・実習 ワークショップ 見学 （ ）
市民委員会，町内会，学校，企業などの市内の団体

講師料： 無料
準備にかかる経費（会場使用料等）： 申込団体が負担
市職員

実施予定日の 前まで

旭川市環境部　環境総務課
070-8525 ７条通９丁目　総合庁舎５階
電話番号： 25-5350 ＦＡＸ: 26-7654
Ｅメール： kankyosomu@city.asahikawa.lg.jp

内　　容

・

・

地域における自主的な環境学習活動や環境保全活動などを推進する
ため，学習会などへ環境アドバイザーを派遣します
講座テーマ：生活環境（安全食品，省エネルギーや省資源，地球温
暖化，新エネルギー，ごみ問題，資源リサイクル，化学物質，生活
環境，地球環境），自然環境（自然保護，野鳥・野生動物，昆虫，
森，動物，川と水生生物，農業）

対　　象

費　　用

講 師 等

申込期日

連 絡 先

内　　容

・

・

家計費の節約につながる省エネ生活のヒントや節約効果，地球温暖
化の状況等についてスライドや冊子などを活用しながらわかりやす
く説明します
旭川市地球温暖化対策実行計画について説明します

対　　象

費　　用

講 師 等

申込期日

連 絡 先



番　号
講座名

講座形態 □ 講義 □ □ ■ □ その他

2 週間

〒

備　　考
・
・

番　号
講座名

講座形態 ■ 講義 □ □ □ □ その他

2 週間

〒

備　　考

81 ごみ処理施設見学会

実技・実習 ワークショップ 見学 （ ）
どなたでも

講師料： 無料
準備にかかる経費（会場使用料等）： ‐
市職員

実施予定日の 前まで

旭川市クリーンセンター
078-8208 東旭川町下兵村３番地の５
電話番号： 36-2213 ＦＡＸ: 36-4239
Ｅメール： seisouoffice@city.asahikawa.lg.jp
施設によって，見学できる日時が異なります
土曜日，日曜日及び祝日は，各施設が休みのため見学不可

82 ごみ減量・分別に関する出前講座

実技・実習 ワークショップ 見学 （ ）
どなたでも

講師料： 無料
準備にかかる経費（会場使用料等）： 申込団体が負担
市職員

実施予定日の 前まで

旭川市クリーンセンター
078-8208 東旭川町下兵村３番地の５
電話番号： 36-2213 ＦＡＸ: 36-4239
Ｅメール： seisouoffice@city.asahikawa.lg.jp

内　　容

・ 環境行政への知識と関心を深めるため，近文清掃工場や近文リサイ
クルプラザ，ＲＥＰＬＡファクトリーなどのごみ処理施設を見学し
ます

対　　象

費　　用

講 師 等

申込期日

連 絡 先

内　　容

・

・

ごみの正しい分別やごみの減量化・リサイクルについて，スライド
や冊子等を活用しながらわかりやすく説明します
要望に沿った内容で講義をします

対　　象

費　　用

講 師 等

申込期日

連 絡 先



番　号
講座名

講座形態 ■ 講義 □ ■ □ □ その他

1 か月

〒

備　　考

83 ヒグマトランクキット出前講座

実技・実習 ワークショップ 見学 （ ）
どなたでも

講師料： 要相談
準備にかかる経費（会場使用料等）： 申込団体が負担
ＮＰＯ法人もりねっと北海道スタッフ

実施予定日の 前まで

ＮＰＯ法人もりねっと北海道
079-8413 永山３条16丁目３-23
電話番号： 30-9049，090-8903-3001
Ｅメール： ask@morinet-h.org

内　　容

・

・

・

｢触れる，感じる，気づく」をテーマに，ヒグマの毛皮や頭骨に触
れ，野生動物の生きる力や暮らし方の違いについて考えます
「ヒグマって何を食べているのだろう？」と小学生に尋ねたら，
「肉！ハチミツ！ニンゲン！」と返ってきました。メディアからの
断片情報が先行し，本当の姿を知らない子が増えています。ヒグマ
を通じ，北海道の自然環境の豊かさや私たちとの結びつきを理解し
ていただく内容です
１講座当たりの時間は，60～90分程度

対　　象

費　　用

講 師 等

申込期日

連 絡 先


